
三菱電機ユニットクーラ用 
ドレンホース・ドレンホースヒータ[業務用] 
形名 

GG-15,20,25A
取扱・据付工事説明書（販売店・工事店様用） 
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空気 

ホースバンド 

勾配をつける 
（たるみのない様に適所固定具で 
固定してください。） 

25A（外形φ34㎜）鉄管 
（※1） 

ドレンホース 
（※2） 

ドレンパン ドレンホースヒータ 

余り部分はドレンパン側へ出します。ドレンパン側の 
ヒータも折り重ねないでください。 

庫外部分にはみ
ださないこと、折
り重ねないこと 

折り重ねないこと 

※ドレンホースの両端をひっぱるなどし、 
　重なりがないことを確認してください。 

形　名 

ドレンホース 

長さ（m） 
容量（W） 
定格電圧（V） 

同梱部品 ホースバンド：2個 
取扱説明書（本書） 

ヒータ使用範囲 

1.5

※冷蔵用途で使用する場合はドレンホースヒータを取付けないでください。 
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本品は、三菱ユニットクーラ用ドレンホース・ドレンホースヒータです。 
取付工事を行う前に、本書を良くお読みいただき、正しくお取扱いいただきますようお願いいたします。 
また、ユニットクーラの据付工事説明書に記載の内容にしたがって据付工事をお願いいたします。 

1.製品の仕様と同梱部品 

2.ドレンホースの取付方法 
（1）右図のようにユニットクーラの排水口にドレンホースを 

付属のホースバンドで締め、庫外に出してください。 
庫外にはUトラップを約250mm取ってください。 
Uトラップは外気の侵入を防ぐため必ず設けてください。 
なお、庫外温度によりUトラップ内で凍結を起こさない 
ように注意してください。 
ドレンホースには10°の勾配がつくようになっています。 
ホースを無理に曲げるなどして勾配を変えないでください。 

（2）付属のドレンホースには、断熱材を取付けないでください。 
（3）ドレン配管は、他の汚水、排水系統と直結しないで別配 

管にしてください。 
（4）ドレン配管は、冷媒配管と一緒に固定しないでください。 
（5）庫外のドレン配管は、劣化防止のため直射日光が当たら 

ないようにしてください。 
（6）最後にドレン水が流れるかドレンパンから水を流して確 

認してください。 
 

※1 塩ビパイプを使用する場合は隙間が 
　　大きくなり水漏れの原因となります 
　　ので吸水性の無いパッキン等を巻き 
　　つけ、隙間を小さくしてください。 
※2 ドレンホースには断熱材を取付けな 
　　いでください。 

3.ドレンホースヒータの取付方法 
ドレンホースヒータの取付けは、ドレンホースの内側に挿入し 
ます。 
ドレンホースヒータの発熱部が、庫外側へ出ないようにドレン 
ホースヒータを取付けください。 
ドレンホースヒータは、ドレンホースの長さにあうものを使用 
してください。 
 
（1）ドレンホースヒータは常時通電とし、右図の 

ように取付けてください。 
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継ぎ足しリード線 ヒータリード線 

圧着端子 
防水用ブチルゴムテープ 

サイドパネル 

ドレン排水口 

ゴムブッシュ [C]

ドレンホースヒータ 

ドレンホース 延長リード線 
（現地手配） ドレンパン固定ネジ 

端子箱 

ゴムブッシュ [E]

ナイロンクリップ [D]（付属品） 

4.ドレンホースヒータの配線延長方法 
ドレン排水口の左右を入れ替えると、ドレンホースヒータのリード線の長さが不足します。 
以下の手順でリード線を継ぎ足してください。 
お願い 
・作業前に、ドレンホースにドレンホースヒータを通しておいてください。 
 
（1）圧着端子と防水用ブチルゴムテープを使用して、 

ドレンホースヒータリード線と継ぎ足しリード線 
（太さ：0.5mm2以上）を接続する。 
接続部は必ず防水処理をする。 
また継ぎ足し部とドレンホースなど樹脂、ゴム系 
の材料とは、接触させないでください。 

（2）ドレンホースヒータのリード線は、ドレンパン内に収めず、ゴムブッシュ（ゴムブッシュ[C]）から外に出す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）ドレンパンの外に出したリード線を、付属のナイロンクリップ（上図[D]）で束ね、ドレンパン外周部の固定ネジ 

に取り付ける。 
（4）リード線の端を、端子台に接続する。（結線する端子番号はユニットクーラの据付工事説明書を参照してください。） 
お願い 
・リード線をドレンパン内部に配線すると、霜取ヒータやドレンホースヒータに接触し、焼損するおそれがあります。 
・リード線は、ゴムブッシュ[C]からドレンパンの外に出して配線してください。 
・配線が配管や部品端面に触れないように注意して配線してください。 

（2）ドレンホースヒータがドレンホースの内部で重なり、ヒータ同士が接触しないように挿入してください。 
（断熱、発火、発煙のおそれがあります。）［ドレンホースヒータ先端の穴に針金などを引っ掛けて挿入し、 
ドレンホース出口より引っ張ると挿入しやすくなります。］ 

（3）ドレンホースヒータのリード線がたわまないように端子箱に導き端子台の端子に結線してください。 
結線する端子番号は、ユニットクーラの据付工事説明書を参照してください。 
リード線の余りは、端子箱内に収納してください。 
このとき配線が配管や板金エッジ、他のヒータなどに接触しないように注意して配線してください。 
また、ドレンホースヒータの発熱部およびリード線がユニットクーラのデフロストヒータ・ドレンパンヒータや 
ファンガードヒータに接触しないように固定してください。 

（4）付属のドレンホースには、断熱材を取付けないでください。 


